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 本論文の目的は，双極性障害の症状に Perceived Criticismおよび非機能的態度が与える影
響を検討することである。 
















第 2章（研究 1）では，回答者とその重要な他者との間にある批判の認識を測定する PCM






第 3 章（研究 2）では，PC が双極性障害に特徴的であるかを検討するため，双極性障害
患者と健常者の PC を測定し、その差を検討した。その結果，双極性障害患者の PCM の各
項目の得点は健常者と比較して有意に高く，特に，項目 2 および項目 3 が双極性障害に特
徴であることが示された。さらに，多重ロジスティック回帰分析の結果，PCM の項目 2 お
よび項目 3の得点の高さは，有意に双極性障害の診断と関連していることが示され，PCは
双極性障害に特徴的な心理社会的要因であることを示唆した。 




項目 1，項目 2 および項目 3 の得点が高い者ほど躁症状が強いことが示された。また PCM






PCM の項目 3 および項目 4 の得点が高い者は，その時点で機能障害が生じていなくても，
6か月後の抑うつ症状が増悪することが示された。したがって，ある時点では，抑うつ症状，
躁症状および機能障害のどの側面においても寛解状態の者であっても，重要な他者から批
判されたという認識によって動揺し，重要な他者に対して批判をした際にその重要な他者
の動揺を強く認識するという特徴を持つ者は 6か月後の予後が悪化することを示唆した。 
第 5章では，本論文で得られた研究結果について考察し，双極性障害の PCと非機能的態
度に焦点を当てた研究における本論文の意義を述べた。具体的には，受診初期の段階で双極
性障害患者の PCに注目し，症状が重症化しないうちに重要な他者との関係性について支援
を行うことが必要であることを提言した。また本論文の限界と課題として，（1）PCM の詳
細な整備が必要なこと，（2）PCと非機能的態度の関係の方向性を再検討すること，（3）PC
を臨床応用する際の心理教育ツールの作成が必要であることという 3点を挙げた。 
